
かねやま絆の森だより 2017.11
【第20回かねやま絆の森現地活動】
10月22日の記念すべき現地活動は、超大型台風が接近するとのことで、20回目
にしてはじめて保育作業中止の判断をとり、代替で午後からのコンサート準備
を全員で行い、空いた時間で街並み散策をしました。山形交響楽団を招いての、
金山中学校吹奏楽部との交流事業は地元の町民の方々にも大変喜ばれました。

活動メニューの変更で多少混乱もありましたが、参加者に一体感が出て、皆でコンサートを
作り上げる雰囲気になり20回にふさわしい活動になりました。

絆の森参加者と、山形交響楽団、金山中学校の吹奏楽部の皆さん
で顔合わせ。現地に植える予定だった記念樹を贈呈という形で
お披露目し、お互いを身近に感じることができました。

山形交響楽団の西濱専務が、楽器と木（森）の話をしてくだ
さり、森林と人のかかわりの歴史や環境保全の必要性を新鮮
な切り口で来場者にわかりやすく講演してくださいました。

講演の中で西濱専務が「このコンサートも絆の森の皆さんと共にできる森づくりの一部
です。」とたくさんの町民の前でお話くださいました。山響さんが、音楽を通じて町民
の皆さんとかねやま絆の森をつないでくれる形になりました。
環境税を活用して絆の森を運営している私たちにはありがたい一言でした。そして、
オーケストラができる環境保護の活動はこういう形でもアリだなぁと納得しました。
また、こういう形での参画を周囲が「アリ」と評価することで、今後さまざまな業態の
組織が、森づくりに参画できると思います、更なる可能性を感じました。
来場者は80名、選挙や大雨が重なった中で、町民の皆さん、よくお越しいただいたと

思います。総勢140名ほどでコンサートを楽しみました。
山に入らず、保育作業なしの活動ではありましたが、やまがた絆の森と地域の皆様、

山形交響楽団と金山町中学校、大人から子供たちへいろいろなものがつながり、想いが
伝えられた一日だったと思います。

10月27日 山形新聞掲載

発行：山形ゼロックス株式会社 2017年11月

出張指導も含め、プロ指導のもと猛練習してこの日を迎えた生徒たち。
山形交響楽団と協演を果たし、達成感と自信に満ち溢れた笑顔です。


